
放射線に関する 

基本的知識について 

放射線の基礎知識と実験機器を利用した授業カリキュラム 
  ～放射線学習の授業づくり～ 
  





「放射線」関する歴史 

1789年 

1895年 
エックス線の発見 

1896年 

1897年 

ウラン以外の放射能の発見 

ガンマの発見 1900年 

1932年 中性子の発見 

アルファ線・ベータ線の発見 

1898年 

ヴィルヘルム・ 
レントゲン 

ピエール・キュリー 
マリー・キュリー 

アンリ・ 
ベクレル 

アーネスト・ 
ラザフォード 

ジェームズ・ 
チャドウィック 

ポール・ヴィラール 

※名付けは、1903年
にラザフォードが行い
ました。 

ウランの発見 

ウランの放射能の発見 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Paul_Villard.jpg


 放射線は太古の昔から自然界に存在 

● 宇宙から ● 
 宇宙から、常に放射線 
 (宇宙線)が地球に降り注い
でいます。 
 地上からの高度が高い程、
受ける放射線は高くなります。 

● 大地から ● 
 大地から、常に放射線が
出ています。 
 放射線の量はものや場所
によって違います。 

● 空気から ● 
 空気から、常に放射線が出
ています。 
 放射線の量は、場所によっ
て違います。 

● 食べ物から ● 
 食べ物からも、放射線が
出ています。 
 食べ物を食べている私
たちの身体からも、放射 
線は出ています。 

私たちは昔から、放射線を受け続けながら 
生活をしています。 



日本の自然からの放
射線量の平均値は、 

2.1ミリシーベルト
(年間) なんだ！ 

これより低い線量では、臨床症状が確認されていない 



放射線とは？ 

放射線は、原子核から飛び出してくる粒子です。 



「放射性物質」が、 

「放射線」を出す能力を、 

「放射能」といいます。 

つまり 



放射能の強さや放射線の量を表す単位には、 
 

ベクレル（Bq）   
「放射能の強さ」を表す単位 

 

グレイ（Gｙ） 
 

「物質や人体に吸収される量」を表す単位 
 

シーベルト（Sv） 
「放射線の人体への影響」を表す単位 

参考：１シーベルト（Sv）＝1000ミリシーベルト（ｍSv）＝100万マイクロシーベルト（μSv） 



時間が経つと、放射能は減っていくのでしょうか…。 

半減期とは？ 





○医療分野での放射線利用○ ○工業分野での放射線利用○ 

Ｘ線（レントゲン）写真 

脳にできたガン細胞を     
やっつけるガンマナイフ 

人工の放射性物質を体内
に注射すると、薬剤がガン
の所へ集まり、写真を撮影
することでガンを発見する    
          ＲＩ検査 

ガン細胞が集まって
いるところ 

医療機器の滅菌や、タイヤ・プラスチックの強化 

鉄板や紙などの厚さを測定 

○農業分野での放射線利用○ 

 ジャガイモ等の芽を    植物の品種改良        

    出さない 



放射線は、種類に 
よって透過力が 
違うんだ。 





 ●「放射線の影響」を防ぐ方法とは！？ ● 

 放射線は放射性物質から出ているので、放射線を浴びないようにするには、放

射性物質から離れるというのがまず重要になります。 

 それ以外にも、放射性物質を近づけないための工夫をしましょう！   

①放射性物質から離れる 

②時間を 

短くする 

③コンクリートなどの建物の

中に入る 

放射線から身を守る方法 放射性物質から身を守る方法 

①放射線量の高い場所にいるときには、 

  マスクをする！ 

②放射性物質を余分に含んだ食べ物、 

  飲み物を取らない！ 

 
③部屋に入る際は、衣類のホコリを払っ  

  たり、うがいや手洗いをする！ 

 




